
 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 

１月号 

２０２４年、私には夢がある 

校長 三宅 義範 

能登半島地震でお亡くなりになられた方々のご冥福を、被災地支援の職務に従事する中、お亡くなりになられた海上

保安庁職員のご冥福を心からお祈り申し上げます。 

令和６年を迎え気持ちを新たに教育活動に取り組みます。保護者の方、地域の皆様、本年も港島学園をどうぞよろし

くお願い申し上げます。 

さて新年を迎え、今月号は私から児童生徒の皆さんに充て、熱い思いを書きました。お子様と一緒に読んでいただけ

ればと思います。 

 

２０２４年、私には夢がある。 

誰一人として『悲しい思い』、『辛い思い』、『苦しい思い』をさせたくない。「そんなことは、理想だ」「無理だ」と

言われるかもしれない。理想でもいい。そんなの夢物語だと否定されてもいい。それでも理想を追い求めたい。夢

を実現させたい。『思いやりや心づかいがいっぱい見える学園にしたい』。そのために必要なのは、『愛』だ。愛が

あれば実現できると思っている。私は、この学園全教職員と共に港島学園の子どもたちを愛することを誓う。だか

らこそ、あえて言う。「良いことは、良い」、「ダメなことは、ダメ」、「許されないことは、許さない」と。決して

見捨てない。他人にはウソはつけても、自分にはウソはつけない。自分自身をだますことはできない。何よりも自

分自身が見ていることを決して忘れないで欲しい。 

自分の中に二人の自分がいることに気付いて欲しい。二人の自分に気付くことができれば、どちらの自分になろ

うとするのか、選択する必要性に迫られる。このとき「正義」という言葉を頭に浮かべ、物事を判断する物差しに

して欲しい。見つからなければ、何をしても良いのか。見つからなければ、悪事を働いても良いのか。やってしま

ったことは、やってしまった本人が一番よく知っている。見つからない時間が、長ければ長いほど、君自身の成長

は止まってしまう。失敗は誰にでもある。 

逃げるな。ごまかすな。ふざけるな。卑怯な人間になるな。自分自身の内なる良心（正義）を育てるのは、君自身

しかいない。 

今年こそ、内なる良心を育てるとき。いつもしないことをしようとしたときや相手の立場に立って考えることは、

少し難しいことかもしれない。でも、港島学園の子供ならきっと出来ると信じている。公園で遊んでいるとき、ご

みが落ちていたら。バスにお年寄りが乗ってきたら。もし誰かが友だちに意地悪をしていたら。あなたはどうす

る？「このままだとみんなが嫌な気持ちになるよな、ごみ箱に捨てておこう」、「こちらの席にどうぞ」、「意地悪を

やめなさいよ」。このように公園のごみを片付けたり、お年寄りに席を譲ったり、友だちに注意したりすることは、

普段あまりしないことかもしれない。人によっては、ちょっと勇気がいることかもしれない。もしかしたら日頃か

ら練習が必要かもしれない。勇気を出して正しいと思うことを実行するということは、心の中で相手のことを思

うだけではダメなのかも、行動で表せるように努力しなければ。 

『心は見えないけれど、心づかいは見える。思いは見えないけれど、思いやりは見える』ということだね。心

づかいとは、相手のことを考えて気を配ること。思いやりとは、相手の立場に立って行動すること。みんなの心や

思いは見えないけれど、港島学園の至る所でみんなの心づかいや思いやりが見える。そんな学園を目指して行き

たい。 

 

子供たちへの熱い気持ちを常にもち、職員一丸となって学校運営してまいります。どうぞよろしくお願いいた

します。 

 



 

 

 

 

 

1年生「おはし名人になろう」 

               栄養教諭 原田 洋子 

１２月初旬、１年生では、箸（はし）の正しい使い方の学習を行いました。今回は、箸の正しい持ち方だけではなく、

箸を正しく使うことで、①食べやすくなり、食べものを落とさない。②きれいに食べることで感謝の気持ちが伝わる。③

正しく持って食べることで周囲にも好印象を与える。３つの利点を伝えました。１時間(4５分)の指導で子供たちは、意

欲的に箸を持つ練習をしたり、発表したりして、楽しく活動することができました。正しく持てるようになるには、毎日意

識して少しずつ練習することが大切です。箸を正しく持とうと思うきっかけになればうれしく思います。 

2013 年(平成 25 年)にユネスコの世界無形文化遺産に登録された「和食」は、私たちが大切にしてきた食文化

です。食に対する心や先人たちの多くの知恵が詰まっています。「箸の文化」もその一つと言えます。学校給食では、さ

まざまな和食が登場しており、箸を使うことも多々あります。箸の使い方には、「はさむ」「くるむ」「まぜる」「きる」「つ

まむ」「すくう」などの動作があり、箸の役割が非常に重要になってきます。これから先、和食を楽しんでおいしく食べ

られるように、箸の正しい持ち方、使い方を少しずつ習得していってほしいと願っています。子供のうちから正しい箸使

いをしっかり身につけていけるようにご家庭でもご協力をお願いします。 

 

 

３学期は次の学年への「つながり」の学期 

小学部生徒指導 見上 泰隆 

今年の第１００回箱根駅伝は大きな記録も出て盛り上がりましたね。第１区で順位が上がらなくても、２区３区と襷（たす

き）をつなぐ中でどんどん順位が上がっていくのを見ていると興奮さへ覚えました。 

学校での生活はどこか駅伝に似ていると思います。１学期から２学期へと力を高めながら襷をつなぎ、そして最後の３学

期へ。１年間の中で３学期は１年の締めくくりをして「さぁゴールだ！」というイメージがあるかもしれません。でもゴールでは

ありません。その先に「次の学年」という走者が襷をもらおうと待っています。次の学年で良い走り（学びや生活）をするため

に、３学期はこの１年の学びや学校の約束事をしっかりおさらいしたり、同じクラスの仲間との人間関係を深めていったりす

ることが大切になってきます。 

 ３学期の「つながり」の区間を子供たちが楽しく走り切り、次の学年でも思い切って走れますよう、 

学園職員一同精一杯頑張りますので、ご支援のほどよろしくお願いします。 

栄養教諭より 

生徒指導より 



 

 

 

 

 

 

港島学園 行事予定表 令和６年 1 月 


